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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　積層製品のパイルの進行路と、前記進行路に沿って、複数のセパレータフィンガー（１
５）用の閉じた経路を画定する少なくとも一つの案内部（２３）と、進行ストレッチと、
戻りストレッチとを備え、少なくとも進行ストレッチが実質的に、積層製品の前記パイル
の進行路に平行であり、積層製品のパイルを分割し且つ、パック（Ｍ１～Ｍｎ）を互いに
分離する装置において、
製品のパイル（Ｐ、Ｐ１、Ｐ２）に関して挿入と抜き取り動作をさせる、分離部材（１０
１）が、前記案内部の進行ストレッチの端部の近くにセットされ、前記動作が、進行路に
沿った製品の進行の動作と同期化され、積層製品の連続した第一パック及び第二パックが
前に、互いに分離される前に、前記分離部材（１０１）がそれ自体、積層製品の前記連続
した第一パック及び第二パック（Ｍ１、Ｍ２）の間に挿入し、前記連続した第一パック及
び第二パック（Ｍ１、Ｍ２）の間に個別のセパレータフィンガー（１５）が挿入され、前
記セパレータフィンガー（１５）を進行路から離れるように動かしながら一時的に積層製
品のパイルを止め、二つのパックの間にセットされたセパレータフィンガー（１５）を取
り外すことによって、前記第一パック（Ｍ１）を、第二パック（Ｍ２）から離れさせる、
ことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記分離部材（１０１）が、前記案内部の進行ストレッチの端部の上流に配置されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の装置。
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【請求項３】
　前記分離部材は、前記進行路に沿った積層製品のパイルの進行方向と実質的に直交する
ように動作させられ、それが製品のパイルの進行方向に固定されることを特徴とする請求
項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記分離部材は、ステム（１０３）を有しており、ステムが積層製品の二つの連続パッ
クの間に、前記二つのパックの間にセットされたセパレータフィンガー（１５）に対応す
る位置で、挿入することを特徴とする請求項１または２或いは３に記載の装置。
【請求項５】
　前記分離部材が、前記進行路に沿った製品の進行方向と平行な方向に可動な前方保持部
材（８１）と共働し、前記前方保持部材が、前記進行路に挿入可能且つ、それから引き抜
く可能であり、セパレータ部材が、前記前部保持部材（８１）の挿入に適した隙間を作る
ため、積層製品の隣接したパックの間に挿入され、且つ前記前方保持部材が、前記進行方
向に挿入された後、進行路から取り外されることを特徴とする請求項１～４のいずれか一
項に記載の装置。
【請求項６】
　前記セパレータフィンガーの各々が、前記ステム（１０３）を案内する案内溝（１５Ｘ
）を有することを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　前記ステムを、前記溝から解放するため上昇動作させることを特徴とする請求項６に記
載の装置。
【請求項８】
　前記案内溝が、製品の連続パックの間にステム（１０３）を挿入する移動の最後の部分
で、ステム（１０３）に上昇動作を与えるような形状をしていることを特徴とする請求項
７に記載の装置。
【請求項９】
　前記セパレータフィンガーは、分離部材が前記段状溝に対応した位置で、製品の隣接パ
ックの間を貫通した時に、フィンガーを抜き取りできるように、段状溝を有することを特
徴とする請求項６に記載の装置。
【請求項１０】
　案内部（２３）を前記進行路の各側に備え、前記案内部の各々において、複数のセパレ
ータフィンガー（１５）が可動で、各案内部に個々の分離部材（１０１）が関連すること
を特徴とする請求項１～９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　一対の折畳ローラー（１、３）とブレード（９）を備え、折畳ローラーの間にウエブ状
の材料（Ｎ）がジグザグの形に折畳まれ、ブレードがジグザグに折畳まれた材料を二つの
部分に分割する、折畳機において、
請求項１～１０のいずれか一項に記載の装置を備えることを特徴とする折畳機。
【請求項１２】
　少なくとも一つのセパレータフィンガーを、一つのパックと次のパックとの間に挿入す
る段階と；
前記セパレータフィンガーを、積層製品の進行路に沿って進行させる段階と；
製品の一つのパックを次のパックから離れさせ、前記パックを降ろす段階と；
を含む、積層製品の隣接したパックを互いに分離する方法において、
少なくとも一つの分離部材（１０３）が、前記パックを次のパックから分離する前に、前
記パック（Ｍ１）と次のパック（Ｍ２）との間に一時的に挿入されること及び、二つのパ
ック（Ｍ１、Ｍ２）の間にセットされたセパレータフィンガーの取り外しによって、前記
パック（Ｍ１）を次のパック（Ｍ２）から離れさせ、次のパックを少なくとも一つの分離
部材によって、一時的に止めることを特徴とする方法。
【請求項１３】
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　一時的に前記分離部材（１０１）を、前記パックと次のパックとの間に挿入する段階と
；
前記パックと次のパックとの間を分け、前記セパレータフィンガー（１５）を離れさせ、
分離部材（１０１）によって、一時的に次のパックを止める段階と；
前方保持部材（８１）を次のパックの前に導く段階と；
分離部材（１０１）を滑らせて出す段階と；
を含むことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記分離部材が、対応するセパレータフィンガーの溝に案内されることを特徴とする請
求項１２または１３に記載の方法。
【請求項１５】
　分離部材は、それが製品の隣接したパックの間に挿入する最後に、上げられることを特
徴とする請求項１４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（技術分野）
本発明は、積層製品のパック、例えば折畳機によって製造された紙ナプキンのパックを、
互いに分離させる装置に関連するもである。また本発明は、積層製品のパックを互いに分
離することに対応した方法、並びに前記装置を組み込み、且つ前記方法を実行する、折畳
機に関連する。
【０００２】
（背景技術）
国際特許出願公開明細書WO-A-9728076から、積層製品のパイルを分割すること、及び前記
パックを互いに分離することに関して、知られており、前記装置は積層製品のパイルに関
する進行路を備え、前記進行路に沿って、一対の案内部が個々に閉じた路を画定しており
、それに沿ってセパレータフィンガーの対を、前進させている。各案内部が前進ストレッ
チ及び戻りストレッチを有しており、少なくとも前進ストレッチは本質的に、積層製品の
パイルの進行路と並行である。荷降ろし領域において、製品の二つの隣接したパックを互
いに分離するため、そのように各パックを分離させ且つ別個に降ろすことができるように
、出来上がったパックを止めておく間、この既知の装置は、荷降ろし領域において、各対
を形成する二つのフィンガーを一時的に分けるシステムであると考えられる。この方法で
、パイルにおいて最も前方のは次のものから離されて、降ろされる。この既知の装置は特
に効果的で、組立が容易で、以前に知られている装置に比べて特に信頼瀬がある。しかし
、フィンガーの対とナプキンのパックを荷降ろし領域において、それらを分ける機構が、
一定の作業状況で、故障に通じ得る塵を取り除くため、適切で周期的な整備介入を必要と
している。
【０００３】
本発明の目的は、従来の装置よりもシンプルで信頼性のある装置を提供することである。
【０００４】
（発明の開示）
上記及び更なる目的及び利点は、以下の記載から専門家にとって明らかになり、それは基
本的に装置によって達成され、セパレータフィンガー（この場合はシングルであってダブ
ルではない）が摺動する、案内部の進行ストレッチの端部の近くで、進行路に沿って前方
に移動している製品のパイルに関し、挿入及び抜き取り動作をさせる、分離部材を設けて
いる。分離部材の動作は、進行路に沿った製品の進行動作と同時に作動させられて、分離
部材が積層製品の二つの連続パックの間に挿入され、パックの間に個々のセパレータフィ
ンガーが挿入される。この方法で、分離部材が積層製品のパイルを一時的に抑え、セパレ
ータフィンガーを進行路から離れるように動かして、パイルの第一パックを降ろすことが
できる。同時に、次にパックの前面を押さえる保持部材を持ってくる。
【０００５】
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基本的に、本発明によると、積層製品の隣り合ったパックを分離させる、方法を利用する
ことができ、それは；
間にセパレータフィンガーをセットした、一つのパックと次のパックとの間に、分離部材
を一時的に挿入する段階；
前記のパックと次のパックとの間を分けて、前記セパレータフィンガーを離して、分離部
材によって次のパックを止める段階；
前方保持部材、例えば移動ブレードを、次のパックの前に持ってくる段階；
分離部材を滑らせて出す段階；
を含んでいる。
【０００６】
それにより得られた装置は、以前に知られている装置よりもシンプル且つ信頼性がある。
以前の装置では単一の分離部材（または他に、進行路の両方の側にセットされた二つの対
称的な分離部材）が、製造を行う進行の方向に関して、固定位置にあって、個々のセパレ
ータフィンガーと組み合わさって、以前に対のフィンガーによって行われた機能が実行さ
れている。この方法で装置の構成要素の数を減らし、例えばこのタイプの紙物品を製造す
るプラントに、しばしば存在する大量の塵のため、詰まって動かなくなり得る相互動作部
分を取り除ける。
【０００７】
本発明の更に有利な特徴及び実施形態と、本発明による方法を以下に記載し、添付の請求
項に定義する。
【０００８】
（発明を実施するための最良の形態）
本発明の知識は、記載と本発明の可能な、限定しない実施形態を図示した添付図面を理解
することによって、得られるであろう。
【０００９】
添付図面において、特に図１を最初に参照すると、参照符号１及び３は、ナプキンまたは
別の折畳積層製品のパイルＰを形成する、折畳機の二つの折畳ローラーを示している。折
畳ローラー１及び３は、二つの垂直軸Ａ及びＢを周回して回転し且つ、環状溝１Ａ及び３
Ａを有しており、その中にアーチ形アーム５及び７が入って、折畳材料を各ローラーから
引き離し、材料を、機械から出て既に形成されている製品のパイルＰに対して押す。連続
的なウエブ状の材料Ｎは、伸長ラインに沿って折畳られ得、二つのローラー１と３との間
に画定されたニップの中に供給されており、それに関連しては既知のタイプの複数のシス
テム自体が知られており、それは一旦ローラー１とローラー３を周回してニップから出た
材料を折畳て、ジグザクの形に折畳た材料のパイルを製造している。各折畳時に、個々の
アーチ形アーム５または７が、材料をローラーから引き離し、それを既に形成されたパイ
ルＰに向かって押し付ける。
【００１０】
上記に簡単に記載した折畳機の動作は、それ自体既知であり、ゆえにここでは詳細には図
示しない。
【００１１】
折畳たウエブ状の材料のパイルＰは、二つの部分Ｐ１とＰ２に切断する横ブレード９に対
して押され、各部分は二つまたは四つに折畳られた複数のナプキンを成す。ブレード９の
下方に分割壁がセットされており、パイルを互いに別々に切断した二つの部分Ｐ１とＰ２
を保持し、二つの部分の独立した取り扱いを可能にする。
【００１２】
パイルＰ、Ｐ１、Ｐ２は一対の側壁１１（図５、図７及び図８参照）と、各々予定数の製
品を納めたナプキンのパックＭ１、Ｍ２、....、Ｍｎの端部において、底壁１２により、
制限された供給チャンネルによって、画定される進行路に沿って進行し、降ろされる。
【００１３】
ナプキンＭ１の一方のパックを、パイルＰ、Ｐ１、Ｐ２用の供給チャンネルの側部におい
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て、次のパックＭ２から分離させるため、二組のセパレータフィンガー１５を、チャンネ
ルの各側に一つセットずる。各セパレータフィンガー１５は、個々のスライド案内部で摺
動する、個々のスライダー１９に組み込まれている。その構成は、特に図２及び図３で見
ることができる。パイルＰ、Ｐ１、Ｐ２用の供給チャンネルの各側に、対応するスライド
案内部２３がセットされ、その内部をセパレータフィンガー１５のスライダー１９が摺動
し、前記スライド案内部が、スライダー１９を容易に摺動できるように、摩擦係数の低い
材料から作られたプレート２５によって、頂部で閉じられている。各スライド案内部２３
が、折畳ローラーの近くと、積層製品のパックを降ろす領域の近くに、アーチ形端部分に
よって丸みを与えた、二つの矩形ストレッチを有している。
【００１４】
スライド案内部２３は、その内側で且つ内部矩形ストレッチ、すなわちナプキンのパイル
用の供給チャンネルに最も近いそれに沿って、スライダー上に備えられた底の歯１９Ｘに
嵌め合わさる座部を画定する、Ｕ形断面の駆動ベルト２４に収まる。フィンガー１５及び
スライダー１９の進行の移動を制御するため、ベルトの進行速度は調節可能で、それは製
品のパイルＰの進行速度とほぼ等しい。
【００１５】
また、ベルト２４を利用しなくてもよく、スライダー１９は低摩擦係数の固定スライドチ
ャンネルに、直接嵌め合わさることができ、それがスライド案内部２３を形成する。この
場合、スライダーの進行は、積層製品のパイルにより掛けられるスラスト力によって、行
われる。
【００１６】
各スライダーは更に、以下に記載する目的のために後方付属部材１９Ａを備えている。
【００１７】
案内部２３は、閉じた路を画定しており、案内部２３の各一つに、好ましくは同数のスラ
イダー１９がセットされ、供給チャンネルの各一つに、各スライダー１９及び案内部２３
における関連フィンガー１５に対応して、積層製品用の供給チャンネルの逆側には、案内
部２３に、スライダー１９及び関連するフィンガー１５がある。
【００１８】
案内部２３の二つのアーチ形端領域に対応した領域には、（個々の折畳ローラー１、３の
近くに）一組の伸長溝３１Ａを具備した、個々の第一溝付スプール３１と、（荷降ろし領
域に）第二スプール３３とがある。
【００１９】
二つのフック３３Ａは、スプール３３の回転の軸に平行な軸で、各スプール３３に蝶番結
合されており（特に図２参照）、前記フックはバネ３３Ｃによって弾性負荷を掛けられ、
フックはスプール３３の円周から突出している。フック３３Ａはその付属部材１９Ａによ
って、各スライダー１９に嵌まり、付属部材は各スライダー１９の後部（すなわち、セパ
レータフィンガー１５と逆側の部分）に備えられている。
【００２０】
上記の構成により、第一溝付スプール３１が矢印ｆ３１で示されたように、時計回りに段
階的に回転することで、溝３１Ａにスライダー１９の後方付属部材１９Ａを引っ掛けさせ
、それによりスライダー１９を、案内部２３の個々の外部矩形ストレッチから、内部矩形
ストレッチ、すなわち製品のパイルに面したストレッチへ運ぶ。溝付スプール３１の段階
的な回転は、適切なシステムを利用して、例えば線形シリンダーピストンアクチュエータ
によって動作される、フリーホイール機構を利用して、または他に回転アクチュエータを
利用して、行うことができる。同様に矢印ｆ３３によって示された方向への第二スプール
３３を段階的に回転させりことにより、スライダー１９と、それと一体型のフィンガー１
５を、引っ掛けて、内部矩形ストレッチから、個々の案内部２３の外部矩形ストレッチへ
運ばせる。
【００２１】
製品のパイルＰ、Ｐ１、Ｐ２用の供給チャンネルの各側において、各案内部２３の外部矩
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形ストレッチと並行に、連続可撓部材３５が展開しており、可撓部材は二つのプーリを通
り過ぎて、フィンガー１５に嵌め込まれた剛毛を備えており、フィンガー１５は、第二ス
プール３３によって個々の案内部２３の外部矩形ストレッチへ移動させられ、製品のパイ
ルＰ、Ｐ１、Ｐ２の進行方向とは逆の方向である矢印ｆ３５によって示された方向に沿っ
て引かれる。スライダー１９は、それらが図１で見られるように、第一スプール３１と接
触するまで、可撓部材３５によって支持される。多数のフィンガー１５が、スプール３１
に対して衝突させられ、その間に可撓部材３５が、その部材に設けられた剛毛が変形する
ことによって、フィンガーの下を摺動できる。第一スプール３１の各回転の際に、それに
対して衝突したフィンガーが、部材３５によって押されて、それらがスプール自体に接触
したままになる。スプール３１に対して据えられて、待機しているフィンガー１５の数は
、形成される製品Ｍ１～Ｍｎのパックのサイズ：各個別のパックのサイズの大きさ、待機
している対のフィンガー１５の数の多さ、に依存している。
【００２２】
各案内部２３の端領域（折畳ローラー１、３から更に離れた領域）の近くに、通常は１０
１で示された分離部材をセットしており、分離部材は、製品のパイルの進行方向に移らな
いで、パイル自体に関連した挿入と引抜きの横移動を行う。この移動は以下の記載から明
らかなように、セパレータフィンガー１５の移動と同時に行われ、製品の各パックを一時
的に止め、分離させ且つ降ろすことができる。
【００２３】
各分離部材１０１（特に図２及び図３参照）は、シリンダーピストンアクチュエータ１０
７のロッド１０５に組み込まれたステム１０３を備え、アクチュエータは、ステム１０３
自体の二方向矢印によって示されている往復移動を制御する。それ自体の移動の際に、ス
テム１０３は案内部２３に関して固定された支持要素１１１に作られた溝１０９で案内さ
れ、その付属部材１１３にシリンダーピストンアクチュエータ１０７が組み込まれている
。
【００２４】
装置の動作を以下に記載する。
【００２５】
折畳ローラー１及び３は、パイルＰを形成するため連続して回転し、パイルはブレード９
によって二つの部分Ｐ１、Ｐ２に切断される。この段階で、各ローラー１及び３に隣接し
た位置に、積層領域の外に静止させたまま、個々のセパレータフィンガーを待機させてい
る。積層物が予定した数に到達すると、すなわちブレード９によって行われる切断動作の
結果、ナプキンが予定数に達すると、機械の各側に、一段階で各溝付スプール３１が回転
し、従ってスライダー１９と、必然的に各セパレータフィンガー１５を、積層領域におい
て折畳ローラーの外の抜き出し位置から、ウエブ材料Ｎの次の積層を形成するポイントに
関して、更に進行した位置に持っていく。この移動は、折畳ローラー１及び３に環状溝を
具備することによって、可能になる。スライダー１９は全体的に溝付スプールから解放さ
れ、それらの底部付属部材１９Ｘと共に、案内部２３に設けられたベルト２４の各伸長座
部の中に、供給チャンネルに面した路のストレッチに沿って、挿入される。
【００２６】
ウエブ状の材料Ｎの供給が連続すると、すなわちパイルＰに折畳られた材料の蓄積により
、それが折り畳まれると、供給チャンネルの二つの側部にある二つのフィンガー１５が、
個々の溝付スプール３１の側に沿って折畳の作用領域に引かれ、そこでは一方の折畳と次
の折畳と間は連結したままで、案内部２３に沿って進行が始まり、アーム７の作用により
進行している製品のパイルＰ、Ｐ１、Ｐ２自体によって押され、そこで個々の駆動ベルト
２４の作用によって補助されて、その進行の速度は（上記の記載のように）、パイルＰの
進行の速度にほぼ等しい。
【００２７】
パイルＰ、Ｐ１、Ｐ２の供給チャンネルの二つの側部にある二つのスライダー１９が、案
内部２３の矩形ストレッチの端部に達すると、積層製品またはナプキンＭ１の第一グルー
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プは、対のセパレータフィンガー１５と、分離部材１０１とによって、図４Ａ～図４Ｄに
図示された方法で、次のグループＭ２から分離させられ、そこにはナプキンのパイル用の
供給チャンネルの一方の側部が示されており、逆側では対称的な構成の部材が、対称的な
連続の動作を行う。図４Ａにおいて、セパレータフィンガー１５が製品の二つのパックＭ
１とＭ２との間にセットされ、それらと共に矢印Ｆによって示されている方向へ進行する
。ステム１０３は、抜き取られた位置にあり、すなわち支持部１１１の下に引き込まれて
いる。
【００２８】
図４Ｂでは、パックＭ１とＭ２との間にセットされたセパレータフィンガー１５が、分離
部材１０１のステム１０３と整列させられ、分離部材は、二つの連続パックＭ１とＭ２と
の間に挿入するため、シリンダーピストンアクチュエータ１０７によって適時に引き抜か
れ、セパレータフィンガー１５が出ることで、二つの連続パックは少し分けられている。
図４Ｃで見られるように、ここではスプール３３が第一角度に回転して、そのフック３３
Ａの一つによって、スライダー１９の後方付属部材１９Ａに引っ掛け、それにはパックＭ
１とＭ２との間にセットされたフィンガー１５が組み合わさっており、ステム１０３が配
置した位置から、ある角度でスライダー１９自体を離れさせるように動かす。この段階中
に、フック３３Ａはバネ３３Ｃの力に勝って、戻され、そのような方法で、スライダー１
９とフィンガー１５が、スプール３３の回転の軸に近づくことができ、ナプキンのパック
から更に容易に解放される。スラスト力は、スライダー１９に作用する、傾斜して丸い輪
郭部分２６によって得られる。
【００２９】
スプール３３によって支えられた第二フック３３Ａは、同じような回転を受け、この方法
で予めナプキンの荷降ろし領域から取り外されたスライダー１９を、案内部２３の外部矩
形岐路まで運び、それ沿ってスライダーが、再び溝付スプール３１に達するまで引かれる
ので、それは再使用できる。案内部２３の外部矩形岐路に沿ったスライダー１９の戻りは
、それ自体が既知の方法で、可撓部材３５によって得られる。
【００３０】
図４Ｄは更なる段階（部分的に前の段階と重なる）を示しており、ブレード８１またはパ
イルの別の適切な前方保持部材が、ナプキンのパイルの進行路に挿入された後、ステム１
０３を引き込んでいる。ブレード８１の挿入用の機構は、図５に図示されており、以下で
より詳しく記載する。この方法では、ナプキンのパイルの前部が、ブレード８１によって
止められ、それは以下で記載するように、ナプキンの進行路に沿って進行し、ステム１０
３が戻ることができ、ナプキンのパックを解放する。ブレード８１は、それが垂直なコン
トラスト表面に対して、製品のパイルの前部に付くまで、進行する。垂直なコントラスト
表面は製品を収容する機能も有し、且つ製品のパイルの進行方向と直交する水平軸の周囲
を揺動することによって、製品の個別のパックを裏返して、降ろす手段の一部を成す。揺
動の目的は、以下で記載するように、製品の個別のパックを降ろすことである。
【００３１】
製品の個別のパックＭ１、Ｍ２....Ｍｎを裏返し且つ降ろす手段は、特に図５～図８に図
示されており、国際特許出願明細書WO-A-9728076に詳しく記載されたものと、基本的に同
等であり、その内容は本記載に含まれている。
【００３２】
パイルＰ、Ｐ１、Ｐ２用の供給チャンネルの底部を画定する壁１２は、櫛状部分１２Ａで
止まっており、櫛状部分は、４５でブロック４７に関節結合されたブラケット４３によっ
て支えられる、複数の貼り合せ物４１Ａによって画定された移動表面と共働する。各貼り
合せ物４１Ａはスロット４１を有し、その中の調節可能な位置に、表面４１に直交するバ
ー４９を嵌め込んでいる。複数のバー４９は互いに整列して、製品のパイルを収容する機
能も有している、前記垂直コントラスト表面を画定している。
【００３３】
貼り合せ物４１Ａによって形成された表面４１が、シリンダーピストンアクチュエータ５
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１によって、水平軸４５の周囲で裏返すことができる。加えて、ブロック４７が、プレー
ト５３、アクチュエータ５１、及び表面４１と共に、図７に図示されている（それ自体既
知のもので、ここでは詳しく説明しない）機構によって、方向矢印ｆ４７に関して移動す
ることができる。
【００３４】
表面４１の上にブレード８１をセットし、それを例えば図５及び図６において、わけて図
示された機構によって、動作される。ブレード８１を、製品のパイルＰ、Ｐ１、Ｐ２の進
行方向と並行に展開する、スピンドル８３に対して強制的に作用させ、その様な方法で、
それ自体スピンドルと一体となって、その軸の周囲を揺働する。スピンドル８３を、アー
ム８５によって、シリンダーピストンシステム８７に対して強制的に作用させ、シリンダ
ーピストンシステムは、（図５において実線で示されている）パイルＰ、Ｐ１、Ｐ２に関
して抜き取られた頂部位置と、製品のパイルがブレード自体で静止する（図５において点
線で示された）底部位置との間を、ブレードに揺動させるため、スピンドルをそれ自体の
軸で揺動するのを制御する。
【００３５】
加えてパイルＰの進行方向と平行な方向に、ブレード８１を変位させる、別のシリンダー
ピストンアクチュエータ８９のステムに対して、ブレードの支持部８１Ａ（図６）を強制
的に作用させる。
【００３６】
ここに記載する構成は、対称であり、互いに並んでセットされた一対のブレード８１を備
えており、それは製品のパイルの各部分Ｐ１、Ｐ２に対応する位置で、機械から突出して
いる。
【００３７】
製品のパックを降ろす動作は、以下のように行われる。
【００３８】
複数のバー４９は最初に、それらが折畳ローラー１及び３にもっとも近づいた位置に持っ
て行かれ、パイルＰ、Ｐ１、Ｐ２において最も進行した製品がバー４９で静止し、それら
に対して押す。ウエブ状材料Ｎが折畳られ、ナプキンがローラー１、３によって形成され
ると、ブレード９によって、バー４９が機械から出た新しい製品用の部屋を提供するため
、モーター６１の制御により移動する。
【００３９】
一対のフィンガー１５が図４の位置に達する時、センサー（図示せず）は、信号を送る。
この信号は、ナプキンのパックＭ１の荷降ろしのためのサイクルを始動でき、それは以下
記載するように行う。ステム１０３は、製品供給チャンネルに沿って最も進行した位置に
おいて、フィンガー１５によって分離するため、隣接パックの間の隙間に挿入される。一
体型のフィンガー１５とスライダー１９は、スプール３３の回転によって離れさせられる
。ブレード８１は下げられ、作られた空いた空間に貫入する。全体の工程は、図４Ａ～図
４Ｄを参照して既に記載されたものに対応している。パックＭ１を複数の並行ベルトから
成るコンベアー９１（図８）に送るため、表面４１は、シリンダーピストンアクチュエー
タ５１によって、90°に回転させられ、ベルトの間を貼り合せ物４１Ａと対応するバー４
９が通過する。
【００４０】
次のパックＭ２は、ステム１０３によって前方で止められ、そしてブレードがステム８８
の周回の動きにより挿入された後、ブレード８１によって止められる。
【００４１】
パックＭ１が、コンベア－９１上に蓄積され、コンベア－９１自体によって荷降ろし領域
から取り去られると、アクチュエータ６１が集合体４１、４３、４７、４９を、パックＭ
２の前表面に接触する位置へ、表面４１をシリンダーピストンアクチュエータ５１によっ
て、再び上げる間、表面４１がシリンダーピストンアクチュエータ５１によって、再び上
げられる。その間にブレード８１は、製品のパイルのスラスト力のもとで、前に押され、
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折畳機の連続動作を、製品の圧縮の実質的な増加なしで、連続動作できる限り、この位置
はウエブ状材料Ｎの厚みの値と生産率に関して、アクチュエータ６１を制御するＰＬＣに
よって決定される。表面４１及びバー４９は、それらが前のパイルを静止させている位置
へ戻す前、フィンガー１５がスプール３３によって引き出されて（図４Ｄ）、パックＭ２
は、シリンダーピストンシステム８９のステムを引き出す、パイルＰのスラスト力のもと
で、自由に進行するブレード８１だけで、最後の段階で止められる。
【００４２】
バー４９が再び前のパイルの第一ナプキンに接触するとき、ブレード８１はアクチュエー
タ８７によって上方へ滑り出され、アクチュエータ８９によって最初の位置に引き込まれ
る。
【００４３】
添付図面を見ると、製品のパックを降ろすことができるアクチュエータ及び装置は二重で
、対称的であり、その限りでパイルＰを切断した二つの部分Ｐ１及びＰ２から成るパック
Ｍ１の荷降ろしは、同時にできない。
【００４４】
記載された範囲の実施形態において、分離部材１０１のステム１０３は、製品の進行方向
に直交し且つ、ステム自体の軸と実質的に平行な、動きをしている。確実な場合、有利に
はステム１０３を、製品の隣接パックの間で、セパレータフィンガーを配置した位置に、
できるだけ近い位置に挿入される。例えば製品は、ステム１０３の挿入のための充分な空
間を無くすことなく、セパレータフィンガーにごく近づきやすいように、非常に弾力性の
ある材料から作られていると、有利である。
【００４５】
その様な場合、セパレータフィンガー１５及びスライダー１９が、製品の隣接したパック
の間へ挿入ための動作の間、ステム１０３が摺動する範囲内に、案内溝を有していること
は明らかである。ステム１０３の端部が、製品の連続したパックの間に挿入されると、ス
テム１０３を、スライダー１９から並びにフィンガー１５から解放されるように、上げる
ことができる。
【００４６】
この動作を得るための一つの方法は、図９Ａ～図９Ｃ及び図１０Ａ～図１０Ｂに図示され
ているように、フィンガー１５を適切に形成することであり、それにはステム１０３も、
挿入動作の間で異なる位置にある。図９Ａはスライダー１９を、それと一体型のセパレー
タフィンガー１５と共に図示しており、案内溝１５Ｘ示すため部分的に断面を示している
。案内溝１５Ｘは、突出した歯形の端部分またはトウ１５Ｙに接続する湾曲領域で終端し
ている。図９Ｂ及び図９Ｃは、どのようにステム１０３が、その端部すなわち丸型の湾曲
部に当たるまで、溝１５Ｘに沿って案内されるかを図示している。ステムの進行の動作の
連続が、それを端部分またはトウ１５Ｙを上らせ、従って実際に、ステム１０３が上り、
図９Ｃに示されているように、案内溝１５Ｘから解放される。この位置で、セパレータフ
ィンガー１５が、上記の方法で、スプール３３によって取り外すことができ、その間にス
テム１０３は積層製品の第二パックに対峙するまで維持する。図１０Ａ及び図１０Ｂは、
個々に図９Ｂ及び図９ＣのX－X線によって示された平面による断面を示している。
【００４７】
ステム１０３の上昇動作は、ステム自体を曲げることによって得ること、または他にステ
ムを対応するアクチュエータ１０７と共に、装着して、ステムを垂直面で揺動できるよう
にすることによって得ること、が可能である。
【００４８】
必然的に案内溝１５Ｘからの解放は、異なる方法、例えば別のアクチュエータによって、
または他にフィンガー１５及びスライダー１９の領域の外にある、カム形状部により行わ
れることによっては、ステム１０３を上げる動作を妨げ得ない。
【００４９】
セパレータフィンガーの戻り路は、異なるレベルで展開することができ、戻りの段階で、
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ステム１０３とフィンガーとの衝突を防いでいる。また、ステム１０３は二重のＺ形湾曲
部をした適切な形状をし得、遠位領域が製品の隣接したパックの間に挿入される、セパレ
ータフィンガー１５のレベルに対応した、低いレベルにあり、そしてアクチュエータ１０
７に関する近位領域が、戻り路において、フィンガー１５の通路により邪魔されないよう
に、高いレベルにある。
【００５０】
ステム１０３の持ち上げ動作が、不必要な時、セパレータフィンガー１５の全体寸法に対
応した位置において、製品の隣接したパックの間の隙間への挿入が、図１１及び図１２に
図示されているように、異なる形状のフィンガー自体によって、行うことができる。この
場合、セパレータフィンガー１５の頂部表面は、段形に形成されている。また段は、たと
え一側で開いているとしても、ステムを案内する溝１５Ｘを形成している。ステム１０３
は、セパレータフィンガーの低くなった領域に挿入されている。セパレータフィンガー１
５は、ステム１０３の挿入の後、フィンガー自体の段形により、ステムが垂直方向に動く
ことなく、離れることができ、その進行動作は、図１２における矢印で示されており、ま
た図１１は、ステム１０３の可能なＺ形状も示している。
【００５１】
図面は単に、本発明の実用的な実施の一例として、明確にした図示の例を提供したもので
、本発明はその実施形態及び構成を、本発明自体を表す考案の範囲内で、変更してもよい
ことは理解されるであろう。付記した請求項における参照符号の付記は、記載と図面を参
照して、それを容易に読解することを目的としており、請求項によって示された保護の範
囲を決して制限するものではない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による装置を備えた折畳機の平面図。
【図２】　図３においてII－II線で示された平面によるセパレータ部材の拡大平面図。
【図３】　図２においてIII－III線で示された平面部分図。
【図４Ａ～図４Ｄ】　荷降ろし動作の四つの明確な段階で、折畳製品を降ろす領域の平面
図。
【図５】　複数の製品のパックを止める保持ブレードの前面図。
【図６】　図５においてVI－VI線によって示された平面図。
【図７】　複数の製品のパックを取り戻す移動面システムの平面図。
【図８】　図７においてVII－VII線によって示された平面による部分。
【図９Ａ～図９Ｃ】　セパレータフィンガーの変形実施形態及びその動作。
【図１０Ａ、図１０Ｂ】　図９Ｂと図９Ｃにおいて各々X－X線によって示された平面によ
る部分。
【図１１】　別の実施形態。
【図１２】　図１１においてXII－XII線によって示された平面による部分。
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